
 �はESS（英�研��）に�属していま
す。活動は主に���や���で�国�
���に向けて、ガイドしています。�
�な価��やアイデンティティを持つ�
とコミュニケーションを�ることができ
るので、とても�しいです。�都�業⼤
�は��の授業��でも、国��流を⾏
う��がたくさんあるので�んでよかっ
たなと思っています。

   ⼤�⽣活について

     ��Field Research
          研�先�ベトナム

ベトナム�のバディの⼝�は”Keep
talking”でした。�たちが��して英�で
何も�せなくなっている時にバディはい
つもそう�ってくれました。英�が�国
�ではないベトナムだからこそ�たちの
ことを理�し、
暖かい�で受
け�れてくれ
ました。現在、
ベトナムは�
�成��っ�
中で、街中が
活気に�れて
います。みな
さんもそんな
ベトナムでぜ
ひ�晴らしい
��をしてみ
て下さい�

国�����を
�んだきっかけ

�が��⽣の時にクラスにアメリカから
留�⽣が来ました。�めの�は、先⽣や
⽣徒は彼を温かく受け�れていました。
しかし、時間が�つにつれて⽇��があ
まりできない彼をまるで腫れ物のように
�うようになりました。このような現�
を知り、なぜ⽇�で���が受け�れら
れない⾵潮があるかついて知りたい思
い、国�����を�択しました。

        ゼミの研�テーマ
  「国���における��の�立と共�」
            (正�ゼミ) 

グローバルな����や、��・��問
題、���主義などに�えて、��、�
�、貧�などグローバルな�題の背�に
ある「価�の�立」を�えます。�々な
価�が衝�する��でその「�立点」を
�⾓的に��し、「協�・共�」への可
�性を�っています。

 

国関で⾒つける多⽂化共⽣の可能性
国際関係学部1期⽣(3回⽣)の学び


